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実りの行方

　　五穀豊穣（ほうじょう）を神々に謝する秋祭り。 秋晴れの陽射しの中、 旅先で
訪れた小村、 町でふいに出くわすことがある。

　10 月は実りの季節ではあるけれど、 一方でその余得からも見放された、 貧しい農
婦たちを描く 「落ち穂拾い」 をご記憶であろうか。

　フランスの画家 ・ ミレーの代表作とされ１８５７年に描かれた。 パリ郊外の都市フォ

ンテーヌブローの森のはずれにある、 シャイイの農場が風景となっている。

　学校の、 美術の教科書で一度はお目にかかっているはずの１枚である。

　当時の、 フランスの農場では収穫を終えた畑の落ち穂をわざと残す習いがあった。
少量の穀物からも見放された人たちへの思いやり、救済をさりげなく含ませたのであろう。

　旧約聖書に 「穀物を収穫するときは、 畑の隅まで刈り尽くしてはならない。 収穫後
の落ち穂を拾い集めてはならない。 ぶどう畑の落ちた実を拾い集めてはならない。 これ
らは貧しい者や寄留者（旅人）のために残しておかねばならない」 とある。

　日本にもかつて、 似たような風景があった。

　収穫を終えた柿の木に、 ひとつだけ柿の実を残した。 これを木守柿（きもりがき ・ こ
もりがき）、 あるいは木守と呼んだ。

　今年もたくさんの実をつけた木をねぎらい、 来年の収穫を祈るのである。 そして、 たっ
たひとつの柿は冬を目前にした鳥たちの、 食料として供された。

　かつての農村では嫁入りにあたって実家から柿の苗を持って行き、 それを嫁ぎ先に植
えたという。 その実は生前、 山里の糧（かて）として温存され、 嫁が生涯を終えると、
大きく育った柿の枝が火葬の薪（まき）や、 骨を拾う箸にされた。

　「つまり柿は、 女性の生涯を象徴する木だった」 と書いたのは 「秋日和」 の坪内稔
典であった。

　「芭蕉の句に～里古（ふ）りて柿の木持たぬ家もなし～という故郷の伊賀上野での
句があるが、 古い村の家々の柿の木は、 代々の嫁が残したものに違いない」 と付け
加えている。

　◆

　もっとも最近は、 たわわに実った柿が収穫されることもなく晩秋の残景になっている。
夕陽を真っ向から照り返す赤が、 いつか赤銅色にくすんで、 そしてボタリと地に落ちた。

　渋柿ならヘタに焼酎を付け渋抜きし食料として冬に備えた。 干し柿にもなった。 高
所に成（な）ったそれは竿を二又に割って、 枝を挟み込んで収穫した。

　その手間暇を掛けるだけの人々が、 今は居ない。 鳥、 猿たちがが存分に豊穣の分
け前にありついている。

（2019 年 9 月 25 日更新）

◇「新聞に載らない内緒話」 執筆者のコラムがニッカンスポーツ ・ コムでも。
　「新聞に載らない内緒話」

　　http://www.nikkansports.com/general/column/naisyo/news/
　※上記のＨＰ（ホームページ）からの原稿の転載はご遠慮ください。

★スポーツ、 芸能情報は日刊スポーツで。 ご購読申し込みはお近くの朝日新聞販売
店、 もしくは日刊スポーツ販売局フリーダイヤル　０１２０－８１－４３５６まで
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※当紙面に掲載している内容は券面記載内容の一部です。 詳しくは券面をご覧ください。

おかえり美しき明治　｢明治の微笑み」をあなたに
府中市美術館 (府中の森公園内）／12月1日㈰まで／10名様

東山魁夷の青　奥田玄宋の赤　-色で読み解く日本画 -
山種美術館／11月 2日㈯～12月 15日㈰／10名様

カルティエ、時の結晶
国立新美術館／12月 2日㈪まで／10名様

ゴッホ展
上野の森美術館／10月 11日㈮～11月 29日㈮／5名様

箱根彫刻の森美術館
12月 31日㈫まで／10名様

箱根ガラスの森美術館
2020年 3月 31日㈫／10名様

こどもの国
12月 30日㈪まで／10名様

Ａｓａｈｉハッピーチケット
上野動物園／多摩動物公園／葛西臨海水族館／都立9庭園のいずれかの施設で１回ご利用可

12月 28日㈯まで／10名様
九州場所日刊式星取表

10名様

お申込み方法は４ページにあります !!
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お手元までＡＳＡ（朝日新聞販売所）
がお届けします。お申込みはＡＳＡス
タッフへ直接、またはお電話でどうぞ。

～　古紙回収サービスのお知らせ　～
12 時までのご連絡は当日回収行います。
バイクでの回収の為、 必ず紐で結わえて下さい。
ご協力お願いします。

①新聞　／折込チラシも同梱 OK。 本は同梱 NG。
②ダンボール　／ 60 ㎝ ×80 ㎝以内（道路交通法により）
③雑誌　／紐で十字に縛ってください
3 種類に分けて結わえてください。

ビニール袋など混同しないでください。 カタログのビニール梱包は取り除
いてください。

※再生紙、トイレットペーパとの引換えは行いませんのでご了承下さい。
自治会等の回収と混同しない為に受付後の回収になります。
オートロックマンションの方はその旨お知らせください。
バイクでの回収の為、 天候のご配慮お願いします。

【ご愛読者プレゼント応募方法】
はがき、 FAX、 ホームページまたはメールにて受け付けています。 住所 ・ 氏名 ・ 電話番号、 および希望プレゼントを漏れなく記入して下さい。 希望
者多数の場合は抽選となりますので、 外れた場合の第二希望がありましたらそちらも併せてご記入下さい。 直接メールされる方は、 お手数ですがメー
ルタイトルを 「プレゼント申し込み」 とご記入下さい（無題ですと、 迷惑メールと判別して削除される事があります）。

①応募者多数の場合は抽選となります。②発送を以って当選発表とさせていただきます。
③応募は、 一世帯一回までです。 複数応募された場合、 有効は一通のみとなります。

当選後の枚数追加や〆切日を過ぎた応募には、 チケット手配の都合上対応できかねますのであらかじめご了承ください。

応募〆切︓今月 10 日必着　宛先︓当誌４ページに記載
【個人情報の取り扱いについて】お預かりした個人情報は、当キャンペーンに利用するほか、当ＡＳＡを含む、朝日新聞グループ (当ＡＳＡ、および朝日新聞社、朝日新聞社のグループ企業 )において、以下の利用目的で共同利用します。共同利
用についての公表事項および共同利用者の範囲に含まれるグループ企業の一覧は、以下の個人情報保護方針の記載をご覧ください。（1）商品・サービスの配送、提供　（2）商品・サービス・催し物の案内　（3）既存の商品・サービスの改善や、
新しい商品・サービスの開発などのための調査　（4）提携企業等から提供された商品・サービス・催し物の案内およびプレゼントやアンケート類の送付　なお、配送や各種案内、調査には、電子メール、アプリ等の通知機能、電話回線、郵
便物、メール便を含む宅配便、係員による訪問など、お客様に直接間接に接触する手段を用います。○当ＡＳＡはお客様の個人情報を、法令および個人情報保護方針（http://www.all-asa.jp/kojin_info.htm）にしたがって安全かつ適切に取り扱います。


